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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・看護グループ研修

①1/26(火)「救急対応」17:15～　場所:メンタルケア病棟3F会議室

　②1/27(水)「外傷受傷時と創傷管理」17:15～　場所:病院2F会議室
　③2/5(金)［看護記録について」17：15～場所：2階会議室

　④2/4（木）「地域との連携」17：15～場所：病院2階　会議室

・1/28(木)精神科看護勉強会の研修あり、18：45～場所：パークホテル　2階メイプル
・1/21(木)八戸保健所管内でインフルエンザ注意報が発令されている。手洗い（30秒間以上）、うがい、イソプロパノールによる環境消毒に気をつけていくように。スタッフのマスクの着用は自身に風邪症状がある時、あるいは、感染拡大時などに留めること。
・イソプロバノール・ベルコムローションの発注の際は、発注伝票が必要となる。
・日誌・記録などの記載に対して専門用語の間違った使用がされている事がみられている。文章の記載に注意すること。
・慶長SGM1/27(水)～1/29(金)研修旅行の為不在となる。
＜利用者様情報＞
・赤石　陽介様～本人より架電あり。現在発熱はなく、風邪症状は何もないと報告している。担当医からは通常通り外来受診をしても良いと言われたとのことだが、大事をとって今週1週間はデイケアを欠席すると話している。体調に変化があった際には、改めて連絡して欲しいことを伝えている。
・土佐　将志様～本日髪を黒く染めて来所しており、状況を確認。明日、明後日とグループホームや就労継続支援A型の施設の見学に行くとのことで、相手からの印象を良くするために黒く染めたとのこと。染めたことに関する不満はなく、見学してきた結果については、後日教えて欲しいことを伝えている。
・藤村　翔　様～昼食後、廊下歩行をしている際、突然大声を出しており、状況を確認。「ゴトウさんという人が、結果が悪くなればいいと思って血液検査をやっている」「自分は40歳で結婚を考えているのに、早く結婚しろって聞こえてきた」と表情険しく話している。本人の訴えを傾聴し、状況の振り返りを行うと、次第に表情の硬さがとれている。以降、同様の発言はなく、静かにプログラムに参加して過ごしている。引き続き、様子観察を行っていく。
・倉橋　生子様～昨日夕食時、席に着かずロッカー室でしゃがんで下を向いており、状況を確認。「なんでもない。食べたくない。あっちへ行け」と不機嫌に返答。5分後、生活指導室で歩いており、スタッフ介入に拒否みられている。その後、担当スタッフをロッカー室に呼び理由について、「夕食前に、ロッカーから出ると、清水さんが廊下にいて、女性利用者の名前を呼ぶと、清水さんが倉橋さんじゃないよ言ったことにイライラしてロッカーの扉を閉めて、叫んでしまった」と話している。自身の取った態度を反省しており、話を傾聴することで落ち着くことが出来ている。青風帰荘後も特定利用者に対し、攻撃的な態度や発言みられ介入要していたとのこと。来所時には本人の言動に注意して関わっていく。

・古川　富蔵様～昨日、妹様と青陽館にて面会をしている。母様の病状や実家の状況などを質問しており、実家の水道が凍結している事を本人に伝えると表情硬くし話を聞いている。また、「（青風荘を）退院したらかっちゃと一緒に住むから直して欲しい」と妹様に話すと「もう住まないから家を壊したらいいでしょ・・・」と妹様から言われている。その後、手指振戦・顔面硬直・眼光の鋭さみられているが、声掛けすると「寒くて・・・」と話を逸らしている。過去、家の様子が気になり、見に行くことがあった為、本人の様子観察と所在確認を行なっていく。
・奥山以依子様～青風荘より、本人から「昨日は眠れなかった」との話しがあり、スタッフが睡眠について確認している。昨日は一睡も出来ないことで会話の最中も活気がなく、顔面蒼白見らている。また、「昨日から左腕が痛いけども、朝は治った。でも話すと混乱するから言いたくなかった」と話していたとの情報提供ある。来所時も顔面蒼白、左腕をあまり動かさないで日課を行っており、状態を確認。左腕について、「ややこしくなるから言いたくなくて」「腕が昨日から痛いんです。オシッコ我慢するのと同じくらい我慢できます」と話している。血圧117/56mmHg、脈拍54回/分。左腕の自動運動可。状態を確かめる為触れようとすると、「痛いです。触らないで下さい」と拒むが、上腕部の疼痛を訴えている。その他不調はないとのこと。痛みの原因について、「昨日の朝、私物箱動かしたら腕が痛くなった。思い切って動かそうとしたら、左に力が入らなくて床に落としてしまった」「昨日はこのくらい思って頑張って青陽館来たんです」と話している。状態確認後、「段々良くなってきました」と笑顔が見られ、静養の声掛けをすると静養室で30分程休んでいる。
・中村　茂　様～本人より電話あり、「足がどうしても動かない。歩けない」と泣きそうな声で訴えている。電話にて、足踏みしてみるよう伝えると、「ダメだ。とても歩けない。」と返答。世話人へも相談してみるよう伝えている。その後、本人から世話人へ連絡し、世話人が訪問。本人は「昨日の晩ご飯の準備をする頃から歩けないから、今日は行かない」と話しており、世話人より、主食となるものがないので、青陽館へ行った方が食事提供できること、体も休めることができると促すと、納得して青陽館に来所出来ている。来所後は、問題なくプログラムに参加できている。引き続き、本人の訴えを傾聴し、不安軽減できるよう関わっていく。
＜外来情報＞

・特記なし
